
東近江市外地区での取り組み状況土砂災害に強い地域づくり計画WG

第1回WS H27.7.18 実施

第2回WS H28.1.23 実施

１．災害履歴調査と土砂災害に備える基礎知識の習得

２．まちあるき

①土砂災害に強い地域づくりワークショップの位置づけの説明
②砂防出前講座(土砂災害に強い地域を目指して)
パワーポイントを用いて、土砂災害の種類や前兆現象、近年発生した土砂災害、避難に必要な情報の入手方法、土砂災害から身を守るための
ポイントについて説明し、土砂災害に備える基礎知識を習得した。
③大雨 その時外町は
パワーポイントと動画を用いて、愛東外地区や周辺地域の洪水時の写真を用いて、大雨の際に外町で危険が想定される状況について説明した。
④災害履歴調査（身近にある危険箇所の位置図の作成）
過去に発生した災害や前兆現象について話し合い、避難ルート設定や早期避難に活用するために、身近にある危険箇所の位置図を作成した。
災害履歴調査(これまでに起きた道路冠水などの浸水被害や崖崩れなどの土砂災害、前兆現象を挙げ、地形図に展開)

①まちあるきの実施（屋外）
前回の災害履歴調査結果をもとに、身近に潜む危険箇所を情報共有するため、まちあるき（現地確認）を実
施した。地区内で比較的若い住民が代表して、身近に潜む危険箇所を現地確認した。デジタルカメラで危険
箇所を撮影してもらい、室内作業時に発表してもらい情報共有を図った。

②身近に潜む危険箇所の位置図を作成（屋内）
作業の事前に、避難時の危険箇所に対する住民の理解を深めていただくため、大雨時に道路浸水した事例
やがけ崩れで道路が通れない事例などを平常時と大雨時に同じ場所から撮影した写真を用いて紹介した。グ
ループごとに、現地確認した箇所とその内容を図面に展開した上で、避難時に危険となる箇所を選定した。 まちあるきの様子 まちあるき後の作業図面

出前講座の様子

第３回WS H28.７.１６ 実施３．避難ルートや避難のタイミングの検討（D.I.G）
①台風の接近が予想される場合の逃げ方の検討（避難準備情報あり）
事前に台風の接近が予想され、まず避難準備情報、つぎに避難勧告と段階を経て避難情報が発表される
場合の逃げ方について、グループごとに、そのときの行動、避難先、避難ルート、地域内での手助けなどについて、
話し合った。

②突発的なゲリラ豪雨が発生した場合の逃げ方の検討（避難準備情報なし）
夜中に突発的なゲリラ豪雨が発生し、避難準備情報を経ずに避難勧告が突然発表された場合の逃げ方に
ついて、グループごとに、そのときの行動、避難先、避難ルート、地域内での手助けなどについて、話し合った。

Ｄ.Ｉ.Ｇの様子 発表の様子
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第４回WS H29.2.20 実施４．共助に関するワーキング

当初H29.1.21に防災訓練を予定していたが、降雪のため中止となり、代わりに日を改めて役員向けワーキングを実施した。

①自助と共助それぞれの望ましい行動について確認
第３回ワーキングのとりまとめ結果と、避難行動支援ツール（行動フロー図）をもとに、さまざまな気象情報や防災情報が出るなか個人と地域でとるべき行動に
ついて、自治会役員のみなさんと話し合った。

話し合いの様子
●成果と今後の方針

・ 土砂災害リスクが高く、自主防衛組織がない愛東外地区において、地域の実情にあった実効性のある警戒避難体制が整備された。
・ 今後、土砂災害リスクが高い水害に強い地域づくりWG実施地区等において、愛東外地区での取りくみ事例等を参考に支援していきたい。



愛知川沿川防災情報ＷＧでの取り組み（H27～）防災情報WG

■愛知川沿川防災情報ＷＧ

ＷＧの設置目的 これまでの取り組み（平成27年度、平成28年度）

愛知川については東近江圏域と湖東圏域の境を流れており、大
雨の時の避難勧告等の発令について左岸右岸の市町で発令タイ
ミングに差があったこと、また上流に永源寺ダムを抱えていること
から、これらに関する情報を沿川の３市町（東近江市、彦根市、愛
荘町）で共有しておきたいとの声があり、平成２７年度に新たに立
ち上がった圏域を超えたＷＧである。

【平成27年度】
■H27第１回調整会議（H27.5.21）
・永源寺ダムの諸元について
・愛知川の水位変化に関する解説
・各市町の避難判断の考え方
・今年度出水期に向けた意見交換や調整
・永源寺ダムの見学

■H27第２回調整会議（H27.9.2）
・避難判断ガイドライン改正による愛知川水位設定
見直しについて
・平成27年度出水期前半に関する報告と協議

■H27第３回調整会議（H27.11.26）
・避難判断ガイドライン改正による愛知川水位設定
見直しについて
・平成２７年度出水期に関する協議

【平成28年度】
■H28第１回調整会議（H28.8.18）
・永源寺ダムの諸元について
・各市町の避難判断等に関する情報共有
■H28第２回調整会議（H28.12.21）
・過去に破堤した箇所の確認（S13洪水、H2洪水）
・各市町が注視している箇所の確認
・流下能力不足箇所および背後地の確認

次年度以降の取り組みについて（案）

・第1回WGでは永源寺ダムの説明を取り入れ、担当が変わっても
永源寺ダムの情報が伝わるようにする。
→愛知川を議論するうえで、永源寺ダムの問題は大切な話で、正
しい知識を得ることは重要であるという共通認識

・第2回以降は、当該年度で取り上げるべき事案について議論す
る。
→出水時の対応や課題の共有、新基準水位の検証、パトロール
箇所等の現場の共同点検など

永源寺ダム

愛知川

東近江市

愛荘町

彦根市
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■簡易量水標の設置 （H27年度：14箇所設置、H28年度：3箇所設置）

【設置目的】東近江圏域の河川において、市町や地元住民が注視している危険箇所を対象に現地水位を確認するための簡易量水標を設置した。簡易量水標は、護
岸や桁下など川に近づかなくても視認しやすい箇所に、耐候性の高いアクリル樹脂系の塗料を使用し、赤白の塗装を行った。

設置№49：三明川簡易量水標 設置№50：出雲川簡易量水標 設置№51：惣四郎川簡易量水標

簡易量水標の設置、活用（１／３）防災情報WG

施工前（H28.10.27～実施）

位置図

施工完了（H28.10.30）

施工前（H28.11.10～実施）

位置図

施工完了（H28.11.14）

施工前（H28.12.03～実施）

位置図

施工完了（H28.12.10）

設置箇所

設置箇所
設置箇所
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簡易量水標の設置、活用（２／３）防災情報WG

三明川簡易量水標

惣四郎川簡易量水標

出雲川簡易量水標
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平成27年度設置箇所

平成28年度設置箇所
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簡易量水標の設置、活用（３／３）防災情報WG

簡易量水標管理台帳の作成
簡易量水標の設置数量を把握し、適切に管理を行うための管理台帳を作成した（平成28年度まで設置分51箇所）。管理台帳
には各量水標の設置日、設置箇所、基準高、水位明示方向などを掲載した。
作成した台帳は、滋賀県および関係市町で保管し、量水標のメンテナンスに活用している。

▲量水標管理台帳 様式１ ▲量水標管理台帳 様式２ ▲量水標管理台帳 様式３
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